
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 からだを想うＡＬＬ－ＦＲＥＥ（オールフリー） 

機能性関与成分名 ローズヒップ由来ティリロサイド 

表示しようとする

機能性 

本品にはローズヒップ由来ティリロサイドが含まれます。ロー

ズヒップ由来ティリロサイドには、内臓脂肪（お腹の脂肪）を

減らす機能があることが報告されています。BMI が高めで内臓

脂肪が気になる方に適しています。 

 
２．作用機序 

脂質代謝を促進するためのレギュレーターとしては、PPARα、AMPK、UCP2、AOX など

があり、これらを活性化することで脂肪酸が酸化（β 酸化）し、脂質代謝が促進され、脂肪

細胞に蓄積されていた脂肪が減少することが知られている。ティリロサイドを経口摂取す

ることで、肝臓、筋肉での各種レギュレーターを亢進し、内臓脂肪が低減すると考えられる。 

 

具体的には、Ninomiya らは 10 週齢の ddY 系正常雄性マウスにローズヒップから単離精

製したティリロサイドを 14 日間連続経口投与し、体脂肪低減および体重増加抑制効果を

確認した。さらに、ティリロサイドの経口投与により、脂質代謝を制御している PPARα

遺伝子の発現が肝臓で増加することを示し、肝臓での脂質代謝促進作用を明らかにした

1) 。また、Goto らはティリロサイドの経口投与により、肥満モデルマウスである KK-Ay

マウスの肝臓および筋肉において、脂質代謝（脂肪酸酸化）を調節するタンパク質

（PPARα、AMPK など）の活性化や遺伝子の増加が観察され、脂質代謝異常の改善作用が

認められたことを報告している（下図）2)。 

 

以上のことから、ティリロサイドは肝臓や筋肉において脂質代謝を促進し、内臓脂肪を

減らす効果を示すと考えられる。 

 

図 ティリロサイドの内臓脂肪低減（脂質代謝亢進）の作用機序 
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